
一物ー

た
時
本
寺
近
江
の
商
敬
寺
に
葬
り
、
笛
寺
に
位
牌
を

置
い
て
日
牌
科
七
十
俵
を
焚
け
た
。
後
蒐
永
十
三
年

火
災
に
曾
う
て
今
の
地
に
移
b
、
寄
泌
の
こ
と
ま
た

止
ん
だ
と
い
ふ
。

サ
イ
ホ
ウ
ジ
酉
方
寺
金
津
材
木
町
二
丁
目
に

在
っ
て
、
長
宗
東
援
に
廊
す
る
。
初
め
間
町
に
鴎
た

が
、
次
い
で
品
川
町
に
修
り
、
明
治
十
八
年
今
の
地

に
聯
じ
た
。

サ
イ
ホ
ウ
ジ
西
方
寺
金
持
苧
折
町
に
在
っ
て
、

興
宗
東
波
に
鴎
す
る
。
寺
記
に
、
も
と
河
北
部
不
動

寺
村
に
底
た
。
今
そ
の
地
に
商
方
寺
山
と
い
ふ
も
の

は
越
抵
で
あ
る
。
後
諜
下
村
に
移
旬
、
寛
永
十
年
金

・
得
金
屋
町
に
、
鍵
勝
六
年
夏
に
今
の
地
に
縛
じ
た
と

あ
る
。ザ

イ
ホ
ウ
ジ
西
方
寺
腿
烏
部
賂
に
在
っ
て
、

興
宗
東
援
に
腿
す
る
。

サ
イ
ホ
ウ
ジ
西
方
寺
鳳
京
都
中
民
に
在
っ
て
、

提
言
宗
に
鴎
し
た
が
、
今
は
存
せ
ぬ
。

サ
イ
ホ
ウ
ジ
西
方
寺
珠
洲
榔
直
郷
に
臆
す
る

部
務
。
も
と
商
方
寺
が
あ
っ
た
。
能
管
誌
に
、
『
往
昔

丈
六
山
商
方
寺
と
て
‘
天
台
宗
の
宙
科
に
て
、
高
勝

寺
と
同
じ
く
三
崎
櫛
到
の
別
常
を
栄
都
せ
し
大
地
な

り
し
が
、
永
亭
三
年
本
願
寺
巧
如
上
入
賞
閥
へ
下
り

て
宗
法
を
抑
め
ら
れ
し
時
、
商
方
寺
の
住
持

E
徹
と

い
ふ
法
師
、
彼
宗
門
に
節
伏
し
て
端
子
E
成
改
宗

し
、
寺
援
も
妙
鍛
寺
と
殴
む
。
後
鵜
飼
村
へ
出
る
。
』

と
見
え
る
。
明
治
入
年
十
周
商
方
寺
・
腐
閥
・
品
越
三

村
を
併
合
し
て
梅
原
と
改
め
た
。

ザ
イ
ホ
ウ
ジ
商
法
寺
鳳
芸
部
大
釜
に
在
っ
て
、

誕
祭
東
援
に
臨
す
る
。

ザ
イ
ホ
タ
ユ
ウ
シ
ソ
ウ
再
北
遊
詩
草

ユ
ウ
Y
ソ
ウ
北
遊
詩
草
。

ザ
イ

εヨ
ウ
ジ
最
明
寺

能
発
部
若
移
に
在
つ

サ
イ
!
サ
カ

4
ホ
タ

て
、
興
宗
東
涯
に
闘
す
る
。
も
と
京
都
に
居
た
が
、

明
治
十
二
年
九
周
本
部
小
松
に
移
旬
、
三
十
丸
年
夏

に
今
の
地
に
縛
じ
た
。

ザ
イ
モ
タ
材
本
河
北
部
井
上
庄
に
臨
す
る
部

務。
ザ
イ
モ
タ
チ
ョ
ウ
材
木
町
金
持
の
町
名
。
初

め
紺
屋
坂
附
-
匙
に
居
住
し
た
町
民
を
、
寛
永
入
年
今

の
地
に
縛
ぜ
し
め
た
に
起
り
、
そ
こ
に
材
木
騒
が
あ

っ
た
に
よ
っ
て
町
名
と
な
っ
た
。
元
隊
頃
よ
り
上
材

木
町
・
下
材
木
町
に
底
分
せ
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
今
は

一
丁
目
乃
豆
七
丁
目
と
せ
ら
れ
る
。

サ
イ
モ
ン
ソ
ン
名
を
エ
ド
ウ
キ
y
と
い
う
て
、

英
凶
人
で
あ
っ
た
。
明
治
四
年
六
周
金
様
藩
に
聴
せ

ら
れ
て
、
中
胤
市
東
校
に
英
樹
・
敏
感
の
教
鞭
を
執
っ

た
。
サ
イ
モ
Y
ソ
Y
の
用
俸
は
墨
商
牙
銀
二
百
殉
に

樹
設
す
る
邦
貨
で
、
雇
傭
期
限
は
穴
ヶ
用
で
あ
っ
た

か
ら
、
十
一
周
申
製
東
校
の
閉
鎖
ま
で
居
た
諦
で
あ

る。
サ
イ
ヨ
ウ
イ
プ
ン
思
腸
遺
文
一
加
。
野
口
之

布
着
。
そ
の
越
文
三
十
舗
を
抄
し
て
印
刷
し
た
も
の

で
あ
る
。
著
者
は
加
賀
滞
米
の
志
士
で
あ
る
か
ら
、

筒
中
の
湊
川
市
楠
公
文
の
如
き
は
‘
最
も
そ
の
商
目

を
褒
卸
し
た
も
の
で
あ
る
。
夜
後
明
治
三
十
四
年
の

刊
行
。ザ

イ
ヨ
ウ
ジ
商
議
寺
金
梯
上
小
川
町
に
在
っ

て
、
清
澄
山
と
観
し
、
天
台
宗
に
屈
す
る
。
初
は
越

前
府
中
に
在
。
、
開
基
を
鈍
感
と
い
う
た
。
七
代
民

運
の
時
前
回
利
長
に
従
う
て
守
山
に
移
旬
、
叉
富
山
・

高
閲
へ
も
従
ひ
、
後
金
・
禅
八
坂
に
来
。
、
慶
長
十
七

年
今
の
寺
地
を
腸
は
っ
た
と
い
ふ
。

ザ
イ
ヨ
ウ
ジ
マ
へ
商
護
寺
前
金
揮
の
麓
町
名
。

文
政
四
年
二
用
部
地
の
一
部
を
町
奉
行
裁
許
と
し
た

時
、
河
北
部
卯
反
村
領
新
町
の
川
か
ら
南
を
卯
辰
商

養
寺
前
と
穂
す
る
こ
と
に
し
た
。
今
は
上
小
川
町
に

毘
す
る
。

ザ
イ
ラ
イ
ジ
酉
曲
第
寺
羽
咋
郡
末
吉
に
在
っ
て
、

提
宗
東
振
に
毘
す
る
。

ザ
イ

g
a・
ワ
タ
函
館
寺
鳳
至
郡
岡
山
ハ
今
西

岡
山
〉
に
在
っ
て
、
提
宗
東
波
に
圏
す
る
。

サ
イ
M

ツ
ヨ
ウ
ア
シ
ガ
ル
患
領
足
軽
滞
の
荷
物

を
江
戸
叉
は
京
等
に
漣
撮
す
る
場
合
に
、
そ
れ
を
保

縫
監
督
し
て
同
行
す
る
を
勤
務
と
す
る
微
磁
で
あ

る
。
前
回
利
常
の
頃
か
ら
一
組
を
置
い
て
、
矧
揚
に

毘
せ
し
め
た
が
、
務
の
中
期
以
降
に
は
之
を
見
ぬ
。

サ
イ
レ
ン
ジ
商
運
寺
金
棒
千
日
町
に
在
っ
て
、

提
宗
東
波
に
臨
す
る
。

サ
イ
レ
ン
ジ
西
種
寺
鳳
芸
郡
中
居
に
在
っ
て
、

提
宗
東
援
に
崩
す
る
。

ザ
カ
ア
イ
シ
ユ
ウ
援
溜
舟
珠
洲
榔
懇
路
の
箇

家
で
、
逝
穏
を
佐
践
と
い
う
た
。
谷
口
鱒
山
の
門
人

で
、
南
北
合
板
を
描
き
、
昭
和
二
年
十
一
周
廿
五
日

六
十
四
践
に
て
夜
。

サ
カ
ア
ミ
援
網
江
沼
郡
商
庄
の
蛇
島
・
盟
土

堤
・
片
野
の
大
池
等
に
冬
季
群
宝
す
る
宛
鴨
が
、
朝

夕
餌
を
あ
き
る
鑓
周
遊
の
丘
陵
を
越
し
て
朔
け
る

際
、
竹
に
張
っ
た
鮒
を
空
中
に
投
上
げ
て
舗
獲
す
る

法
で
、
大
型
寺
務
士
の
試
み
る
厨
で
あ
っ
た
。
今
も

片
野
の
大
池
で
は
猿
師
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
。
そ
の

場
所
を
坂
場
、
網
を
坂
鋼
、
朝
夕
の
捕
鴨
を
朝
坂
・
タ

坂
と
縛
す
る
。
も
と
前
田
利
明
の
臣
村
悶
源
右
衛
門

が
元
総
年
聞
に
畿
明
し
た
方
法
と
い
ふ
が
、
越
前
で

は
正
徳
三
年
五
周
足
須
郡
南
江
守
村
猿
坂
頭
覇
王
兵

衛
等
の
口
上
替
が
あ
っ
て
、
坂
烏
釘
の
創
始
を
務
組

松
平
努
康
の
時
に
在
り
と
し
、
現
に
同
一
の
方
法
に

銭
る
鴨
猿
が
御
立
山
で
行
は
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
・
大
聖

寺
の
も
の
は
恐
ら
く
彼
を
皐
ん
だ
の
で
あ
ら
う
。
こ

の
方
法
は
筒
他
の
地
方
に
も
あ
る
も
の
で
あ
る
。

サ
カ
イ
シ
ヤ
マ
坂
石
山
珠
洲
榔
長
橋
の
部
務

西
南
の
山
。

サ
カ
Z
ダ
-
-
熊
谷
江
沼
榔
那
谷
谷
に
臨
す
る

部
務
。
笈
憩
記
聞
に
、
こ
の
村
の
宮
の
上
の
山
の
根

に
良
い
石
討
が
あ
っ
た
か
ら
、
庄
村
の
十
村
次
郎
兵

衛
が
石
工
を
し
て
切
ら
せ
て
見
た
に
、
石
の
鹿
戸
の

護
で
あ
っ
た
と
て
、
石
場
の
露
出
し
た
こ
と
を
起
し

て
ゐ
る
。

ザ
カ
Z
ダ
-
-
タ
策
谷
寺
江
沼
郡
祭
谷
に
あ
っ

た
。
白
山
記
に
、
『
三
箇
寺
、
那
谷
寺
・
祖
谷
・
柴
谷
。
』

と
あ
り
、
源
平
盛
衰
把
滴
泉
寺
闘
部
の
傑
に
、
『
岩

本
・
金
創
・
下
白
山
・
三
宮
・
奈
谷
寺
・
築
谷
寺
・
宇
谷
寺

三
寺
回
世
の
大
衆
も
馳
欝
句
同
意
し
け
り
。
』
と
記
す

る
。
今
柴
谷
領
に
あ
る
寺
谷
は
こ
の
寺
祉
な
る
べ

く
、
岡
村
の
白
山
祉
は
そ
の
鎮
守
で
あ
っ
た
の
で
あ

ら
う
。

ザ
カ
Z

マ
チ
鎖
町

4
プ
カ
ミ
シ
ョ
ウ
ヂ
深

美
小
勝
。

サ
ガ
キ
ギ
ヨ
ウ
プ
佐
塩
刑
部
伴
無
理
兵
衛
の

衣
子
。
初
め
牧
村
兵
部
大
輔
に
仕
へ
た
が
、
鹿
長
四

年
兄
資
政
と
共
に
来
っ
て
前
回
利
長
に
仕
へ
、
三
百

石
を
賜
は
り
、
こ
の
時
先
主
に
構
は
れ
て
ゐ
た
か
ら

苗
字
を
殴
め
た
。
近
江
大
津
に
住
し
、
務
の
御
按
屋

を
管
し
た
が
、
寛
永
六
年
夜
し
た
。
子
mm
世
々
滞
に

仕
へ
る
。

サ
カ
キ
バ
シ
ン
メ
イ
シ
ヤ
梯
葉
紳
明
批
金
探

卯
民
八
幡
の
境
内
に
並
び
建
て
ら
れ
た
枇
殿
で
あ
っ

た
。
此
の
散
は
初
め
菊
池
武
勝
が
越
市
阿
尾
に
居
た

時
域
内
に
紀
っ
た
も
の
で
、
そ
の
後
前
回
利
長
は
之

を
海
老
坂
入
幡
の
枇
地
に
移
し
、
次
い
で
躍
長
周
年

商
匙
共
に
金
揮
に
勤
務
し
た
。
梯
葉
紳
明
散
を
菊
池

紳
明
と
も
呼
ん
だ
の
は
そ
の
故
で
あ
る

0
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